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6 おわりに - 薩摩藩･久光の決断とその背景-
は じ め に
文久3年8月18日政変は,幕末政治史を語る場合には必ずふれられる重大事件である｡文






































































































志士など)｣の ｢暴説｣を信用しない事,これらの ｢暴説｣を信用する堂上 (公家)を朝議から
退けること｡-,｢浮浪藩士之暴説家｣にたいして幕府が何らかの処置をすること (行動の制限
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話はさかのぼるが,安政 6 (1859)年秋から寓延元 (1860)年 2月にかけて,大久保利通等
誠忠組が数度にわたり脱藩 ｢突出｣を決行しようとしたが,その過程において,順聖公 (島津
斉彬)の遺志を体現する ｢天朝に忠勤,事変の際率兵上京｣ が藩是と定められた26)｡｢事変｣























原は口答で近衛家に,久光に言い含められた ｢趣意｣を伝えたのである｡ 文面には続けて ｢右
趣意通相運ひ候得は,中臣二は警故障御座候而も,一門家老之中人数差添,不日二上京｣する






























































































































































を慰労し, これによって ｢天下之人気を引立｣かつ ｢壌夷之樺,以来全く天朝に帰せしめん
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人 文 学 報
(2) 小倉藩処分問題
真木和泉の日記 7月24日の条に ｢小倉不都合之事｣,そ して29日には ｢朝長邸 (長州藩邸)



















































































































④ 小倉藩処分について,米沢藩主上杉斉憲 (弾正大弼),徳島藩世子蜂須賀茂宵 (松平淡路
守),岡山藩主池田茂政 (松平備前守)と相談した｡処分案はあまりに厳しい (｢甚敷｣)と




⑥ 天皇は親征には同意していない (｢断然御採用無之｣)｡しかし中国 ･四国 ･九州の諸藩が
｢壌夷二決定一致｣ していないので,天皇は中川宮を鎮撫のために派遣を命ずるという




























































































































































































































































(卦 福井藩と熊本藩は,基本的には開港説である (長州藩のような強硬壌夷説ではない)｡ しか
し開港を主張するか否かは,あとのことで,只今重要なのは,同盟して,速やかに京都














(9 熊本藩は小笠原備前が一人で建議 (朝廷に?)する由である｡諸藩が一同に建議 (上京し
て)することになれば,そのような動きがいずれ京都に知られるだろうから,なるべく
早めに決策 (建議の方法や,その内容であろうか)することが望ましい ｡ 三条実美や暴論家
連中は,陽に薩摩藩の擾夷 (薩英戦争)を称賛するが,陰では精忌をいだいて,以前よ
り薩摩藩をさらっているようである｡


































































































薩摩藩と会津藩は,叡虜があり次第何時でも動けるよう ｢軍備｣ していたが, この返事で
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【史料 A】
① 中川宮とお供は,清和院門より御所内に入る｡















































処 分 A ⑪
B ⑰,⑬,⑲,⑳,㊨,㊨
体制 ･方針 A ⑨,⑫,⑬,⑮
B ⑳,㊨,〔⑳,⑮〕
































































































































69*水戸 241 *丸亀 20
8*大洲 193土佐鳥
取 (鹿奴) 157薩摩 0岡
? ? ?
? ?
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た所,松平春岳 (福井藩),細川慶順 (熊本港),黒田斉痔 (福岡藩),有馬慶頼 (久留米藩)の諸
侯から,鹿児島に相談の使いが派遣された｡その結果 ｢機会御到来｣と判断して,上京するこ
とを ｢決定｣ したと述べられている｡ 諸侯からの相談の内容については一切ふれないが,｢皇




ものであった｡ 5月29日の勅命がありながら, ただちに応じて上京しなかったのは, その時













































































い｡ 日時までは指示できないのである｡ どんなに早くても, 10日過ぎであることだけはわか
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は9月12日,鹿児島を出発した｡小銃隊 12隊,大砲隊 12隊,総員 1寓5千といわれた率兵
上京であった (ただしこの数にかんしては検討の余地がある103))｡久光の入京は10月3日｡





1) 原口清 ｢文久三年八月十八日政変に関する一考察｣(明治維新史学会編 『幕藩横力と明治維新』
吉川弘文館,1992)｡芳即正 ｢文久三年八月十八日の政変と島津久光｣(『明治維新史学会会報』
39,2001年 10月)｡









3) 佐々木克 ｢(公武合体)をめぐる朝幕藩関係｣(田中彰編 『日本の近世18 近代国家への志向』
中央公論社,1994年)でこの点に関して,すこし詳しく述べておいた｡
4) ｢破約壌夷｣や,いわゆる ｢尊壌派｣の運動に関しては,佐々木克 ｢嬢夷と国是の位相｣(古屋
哲夫 ･山室信一編 『近代日本における東アジア問題』吉川弘文館,2001年)で私見を述べてお
いたので参照されたい｡






























仲介 (友実)を訪問したところ,吉井は ｢今度朝廷より三郎 (島津久光)を召さる 事ゝ となり,
本日奈良原孝五郎 (繁),税所容助 (篤)鹿児島に出発せり,此両人本月二十日戎-二十一日頃
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65) 『真木和泉守遺文』(註20)605貢｡ 8月に入ってから,真木は2日, 6日,10日に三条実美
と会い,烏丸光徳には1日, 2日, 9日,10日に会っている｡ 6日に三条と会った際には ｢鎮



























































88) 出兵 した藩と人数は 『七年史』に基づいているが,このほか新谷,膳所,水口,大垣,大和郡
山の諸藩も,人数は不明であるが,出兵 していたようである｡なお9月23日に,政変の際の守
衛尽力にたいして,諸藩の出兵人数に応じて ｢天賜金｣が配られた｡薩摩藩は150人 (士分 124,
足軽26)で, 金 177両 1歩と銭270文を受け取ったことが, 内田仲之助から家老 ･小松帯刀に
報告されている｡またこの報告によると,諸藩全体で8,461人分の下賜金があったことが記され
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ラレ,其返償年々米穀 ･木綿 ･銅 ･鉄四品ヲ以テセンコトヲ約ス｣とあり,元治元年に瀬戸内海
の御手洗島に会所を設けたとの記録がある｡『忠義公史料』(註28)2No.514｡なお御手洗会所
における薩摩 ･垂州交易にかんしては 『広島県史 近世2』1984年,1,377頁以下に記述がある
が,この件については,稿を改めて触れることにしたい｡
101) 『旧邦秘録』(註100)文久3年7月｡｢白石正一郎日記｣によれば,秋良 ･坂上の両名は6月
22日に,下関から豊前に渡海している｡『白石家文書』下関市教育委員会,1968年,96責｡
102) 『孝明天皇紀』(註27)4-930貢｡
103) 『維新史』(註9)3-653貢｡この人数は 『中山忠能日記』日本史籍協会叢書,東大出版会
復刻,1-245貢の記載を根拠としているが,中山の数字は伝聞に基づいたものであり,しかも
一説では7千人ともいっている｡薩摩藩側にも人数を正確に記した史料がなく,この点は稿をあ
らためて検討してみたい｡
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文久3年 8月政変と薩摩藩 (佐々木)
104) 『玉里島津家史料』(註6)No.718｡ 9月28日付の伊達宗城から島津久光にあてた書簡に,
お互いに連絡を取っていた模様が記されている｡ 9月 12日に久光が鹿児島を出発することが,
伊達宗城に知らされていた｡宗城は｢(山内)容望見に-従来同志一致論二付,何分一時二上京｣
したいと考えていること｡自分 (宗城)には近衛家を通じて上京を命ずる勅命が届いたが,容堂
には届いていないので,中川宮と近衛家に内密に伺ってほしいと述べている｡
-55-
